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7 月に掲載した蚊に続き、今月はデング熱についてお伝えいたします。 

2024 年のデング熱の世界の感染者数は 1000 万人を超え、年間患者数が

過去最悪だった 2023 年を既に大きく上回っています。デング熱の流行の

背景には、地球温暖化の影響による蚊の生息域の拡大や生息数の増加、感

染者や蚊の地球規模の移動があるようです。 

 

2014 年夏、都立代々木公園等を訪れた方から、海外渡航歴がないデング

熱患者が発生しました。その後、160 名に及ぶ国内感染例が報告される事

態となり、日本では約 70 年ぶりの確認となりました。 

 

ちなみに、日本には 100 種類以上の蚊が生息していると言われますが、

その中でも、人間の血を吸うのは限られた種類の蚊で、その代表的な種類

が「ヒトスジシマカ」と「アカイエカ」、「チカイエカ」だそうです。 

 

〇デング熱とは 

デングウイルスを持った蚊（ネッタイシマカ・ヒトスジシマカ）に刺され

ることによって生じる感染症です。日本では、ネッタイシマカの生息は確

認されておらず、国内感染は、ヒトスジシマカによる媒介によって生じま

す。ヒトからヒトに直接感染することはありません。 

 

〇症状 

蚊に刺されてから 2〜15 日（多くは 3〜7 日）の潜伏期間の後、初期症状

として突然の高熱、頭痛、眼痛、顔面紅潮、結膜充血を伴い、発熱は 2〜
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7 日間持続します。初期症状に続き、全身の筋肉痛、骨関節痛、全身倦怠

感を呈します。発症後 3〜4 日後には、胸部、体幹から始まる発疹が出現

し、四肢、顔面に広がります。症状は 1 週間程度で回復します。ごく稀に

重症化して、出血症状やショック症状を呈するデング出血熱を起こすこと

があります。 

 

〇治療 

特別な治療法はなく、症状に応じた対症療法が行われます。また、デング

ウイルスに対する予防接種もありません。 

 

〇予後 

デング熱は、体内からウイルスが消失すると症状が消失します。予後は比

較的良い感染症です。しかし、稀に（約 1〜5％）出血傾向やショック症

状を呈するデング出血熱を起こします。この場合も、適切な治療を行えば

多くの人は回復するので、早期に受診し、適切な治療を受けることが大切

です。 

地球上で最も人を殺しているのが「蚊」で、 

様々な感染症を媒介することによって 

年間約 72 万人もの命が奪われているというデータがあります。 

7 月号もご参考に、蚊に刺されない対策を行ってください。 
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